
S T O P  コ ロ ナ 差 別

不 安 や 批 判 、 思 い 込 み が 、

人 を 傷 つ け る こ と が あ り ま す

「いたわり」×「思いやり」を。

鎌倉市は、誰もが安心して、

自分らしく暮らせる共生社会への取組を進めています 鎌倉市長　松尾　崇

新型コロナウイルス感染症への不安にとらわれるあまり、

感染された方や医療関係者への、

 思い込みによる非難  、  無自覚な批判  、  

 誹謗中傷  、  差別的な言動   などがみられます。

しかし、感染症は身近なものであり、

いつ感染してもおかしくありません。

感染された方や家族の方には、いたわり を。

その方が利用していた店舗や施設などには、はげまし を。

医療や福祉従事者の皆さんには、感謝の気持ち と 言葉 を。

皆さんの思いやりの気持ちと言葉で、みんなが安心でき、

自分らしく生きられる社会 をつくっていきましょう。




